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あらまし：本稿では，技能と最新のテクノロジーを融合したスキルテックの概念を提案する．スキルテッ

クは，「技能（Skill）と ICT など最新のテクノロジー（Technology）を融合して，技能を「活かす」「継ぐ」

「支える」ための持続可能な新たな仕組みやサービスを作り出すことを目指すものである．ここでは，「支

える」に関して，筆者らが現在進めている技能五輪選手の技能訓練取り組み事例について紹介する． 
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1. はじめに 

熟練技能の世界一を決める技能五輪国際大会（以

下，国際大会）において，上位国の勢力図は大きく

変化し，上位国の常連であった我が国の成績は振る

わない．これは，近年国際大会に参加し始めたもの

づくり新興国，特に中国やロシアの熟練技能者の育

成策が際立って結果を出しているのが一因である． 
筆者らは，このような我が国の熟練技能者の育成

に関する課題に対応するため，スキルテックを活用

した新たな熟練技能者の技能訓練法の開発を行って

いる．ここでは，その取り組みについて紹介する． 
 

2. スキルテックとは 

近年，スポーツの分野におけるスポーツテック（１）

に代表されるように様々な分野において最新のテク

ノロジーとの融合による革新的な取り組みが行われ

ている．技能の分野においても，技能科学（２）のよう

に暗黙知である技能を見える化して継承しようとす

るものなど様々な研究や取り組みがあるが，スキル

テックは，技能（Skill）と ICT など最新のテクノロ

ジー（Technology）を融合して，技能を「活かす」「継

ぐ（つなぐ）」「支える」ための持続可能な新たな仕

組みやサービスを作り出すことを目指す新たな概念

である．スキルテックは技能の付加価値を向上させ，

関連産業をより発展させようとするところに目的が

ある．3 つの目的のうち，「活かす」は，スキルテッ

クにより従来とは異なるものづくりやビジネスモデ

ルの創造を目指していくアプローチである．「継ぐ」

は，我が国のものづくりを支える基盤である技能を

持続的に継承させようとするものである．熟練者の

技やスピードをアニメーション等で可視化し，若年

者でもその凄さと重要性を認識できるようにするこ

とで，技能尊重機運の醸成を図っていくこともその

一つである．「支える」は，技能を習得しようとする

者，指導する者を対象に，様々なデータ，アプリや

システムを提示してアシストするものである．技の

スピード，正確さ等をリアルタイムに測定し分散等

の統計分析や，熟練技能者の作業データとの比較を

グラフなどで容易に比較できるようにするなどして，

客観的かつ可視化されたデータに基づいた効果的な

訓練を可能とする．例えば，過去のメダリストや他

国選手の作業データを管理，分析・比較し，大会で

の戦略確認に活用することも想定する． 
 
3. 技能五輪とスキルテック 

3.1 技能五輪とその訓練の現状 

国際大会は，青年熟練技能者を対象に隔年で 72 の

国と地域が参加し開催される唯一の世界レベルの技

能競技大会（2019 年第 45 回大会では 56 の職種で競

われた）である．しかし，金メダル獲得数上位常連

国であった我が国は，第 45 回国際大会においては史

上最低の成績（金メダル 2 個のみ）であった．他方，

ここ数年の間に国際大会に参加し始めた中国など新

興国の伸びは驚異的で，中国の金メダル獲得数は世

界一の 16 個となった（３）．これまで強みとしてきた

ものづくり職種を含め，「我が国はメダル獲得数を伸

ばすことが困難な状況」（４）に追い込まれている． 
この低迷の要因は文献（５）にまとめられている

が，筆者らは，指導者のスキルと訓練方法に着目し

ている．現状では，国際大会出場選手の指導法に関

する標準モデルは存在せず，指導員が個々のノウハ

ウや経験を頼りに指導している場合が多い．また，

指導者の技能評価スキルも十分とはいえず，日々の

訓練の成果や大会での成績が訓練計画に効果的にフ

ィードバックされていない．熟練技能の効率的習得

のための，「いつ，どのように，どのくらい」指導す
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れば「どれくらい習得できる」のか，という課題の

解決策が示されていない．また，国際大会会場や訓

練現場では，選手の技能に関する様々なデータを収

集しようとする試みはあるが，データの収集方法や，

それらデータの統計分析法及び結果の効果的な利活

用法が検討されていない，などの課題がある． 
3.2 「支える」への展開事例 

ここでは，前項で示した課題に対応するため，ス

キルテックによる指導員を「支える」ための取り組

み事例を紹介する． 
(1)Mixed Reality を用いた技能評価者訓練システム 

熟練した技能評価者の育成には，客観的かつ十分

な情報を与え様々なパターンに対応できる認知スキ

ーマを形成する訓練が必要であり，そのための MR
による各種情報表示によるアシスト機能を有してい

る（図 1）（６）．同時に，被評価者も本システムを活用

することで，自ら熟練技能の評価ポイントを確認し

ながら効果的に訓練することができる． 

 
図 1 MR による技能評価者訓練システム 

(2)訓練計画の数理モデルによる最適化 
訓練時間をポートフォリオ最適化問題として捉え，

指導員が技能五輪における目標得点増加率を設定す

ることで，効率的な訓練時間の配分比率が算出され

る方法を提案している（７）．これにより，これまで指

導員のノウハウや経験に頼り，その成果の評価が曖

昧であった訓練計画の策定が可能である． 
(3)モーションキャプチャソフトによる形式知化 
 光ファイバ融着接続競技会で世界一となった熟練

技能者を対象に，モーションキャプチャソフトを用

いてデジタル化した技能データを相関と回帰式を得

ることで，作業時間の短縮に有効な部位を特定する

ともに，作業時間の推定を行った（８）．また，熟練度

を要する動きについて明らかにしている．これによ

り，数値データを用いた客観的指導ができる． 
(4)訓練・作業データの収集・分析 

選手の訓練では，作業時間，作業スピード，ミス

率など多くの訓練データが存在する．また，実際の

国際大会における自国の選手及びライバルとなる他

国選手の作業データも極めて重要なデータとなる．

これらの様々なデータを自動的に収集しクラウドに

保存，自動的に様々な統計分析をすることで，指導

者が効果的な訓練を行う判断根拠となり得る客観的

なデータ等を示すアプリの開発を行っている．また，

分析した訓練データを活用し訓練計画の策定に統計

学的根拠を与えるための技能訓練指標（Skill Training 

Metrics : STM）を提案している（図 2）（９）．STM は，

様々な訓練パラメータや選手のスキルを指標化し，

国際大会等の技能競技大会での得点と結び付けて評

価する方法であり，訓練により習得した技能のレベ

ル指標をベーシック・スキル STM，失点に関するも

のをコンダクト・スキル STM と呼んでいる．コン

ダクト・スキルとは，自分を理解し，動作を自己制

御するための心理的技能である（１０）． 

 
図 2 技能訓練指標の収集 

 
4. おわりに 

本稿では，技能と最新のテクノロジーを融合させ

たスキルテックを活用した技能訓練を効果的に行お

うとする取り組みについて紹介した．これらは，今

後更なる実証研究を進める予定であり，2021 年以降

に行われる国際大会の様々な職種の選手強化の場で

活用することを目指している． 
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